
「紙にプリントアウトする感覚で、インターネットに "プリントアウト"したい」・・・
そんな思いをAdobe Acrobat 3.0Jがかなえます。あなたが今お使いのソフトを使って作成した
ドキュメントを、そのままのレイアウトで、インターネットや電子メール、LANなどで電子配信
する。それを可能にするのが Adobe Acrobat 3.0Jです。

http://www.adobe.co.jp/


Adobe Acrobatは、すべてのプリントアウト可能なソフトウェアで作られたドキュメントを電子配信
可能にするために、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）が開発したアプリケーショ
ンソフトウェアで、そのフォーマットであるPDFは仕様が一般に公開されています。すでに米国では、
公的な税金申告書や、SONY、AT&Tなど多数の企業の製品マニュアルのPDFファイルが、インターネッ
トでオンライン配信されています。

インターネットの標準ドキュメントフォーマット
PDF(Portable Document Format)。



PDFファイルは作成したソフトウェアや、Windows®／Macintosh™といったOSにも制限されること
なく表示することが可能です。普段使いなれたワープロソフトやページレイアウトソフトで、思いのま

まにドキュメントを作成し、誰にでも配布することができます。

アプリケーション、OSの垣根を越えて
ドキュメントの電子配信が可能。
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Adobe Acrobat 3.0Jは
PDFを表示するためのAcrobat Reader
PDFを作るためのAcrobat Distiller™

PDFを加工するためのAcrobat Exchange™で
構成されています。

Adobe Acrobatは、電子配信されたPDFファイルを見るために必要なAcrobat Reader。プリントアウト
感覚で PDFファイルを作るためのAcrobat Distiller。ハイパーテキストリンクなどの機能を付加する

Acrobat Exchange。この 3つのソフトウェアで構成されています。
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Acrobat Readerは無償配布。
誰でも自由に配布することが可能。
PDFファイルを表示するAcrobat Readerや、WWWブラウザ内で表示するためのAcrobat Reader
プラグインは、アドビ システムズ社のホームページで自由にダウンロードすることができます。ま
た作成した PDFファイルに添付して配布することも自由です。

http://www.adobe.co.jp/

http://www.adobe.co.jp/


プリントアウト感覚で
ドキュメントをPDFファイルに。
Acrobat Distillerを使って、PDFファイルを作成するのは非常に簡単です。

Windows 95をお使いの場合は、印刷ダイア
ログボックスのプリンタの設定からAcrobat
Distillerを選択し、プリントを実行するだけで

PDFファイルを作ることが可能です。また、

Macintoshをお使いの場合は、プリントダイ
アログボックスの中に現れるPDF作成ボタン
をクリックするだけです。



ワープロソフトで作成したドキュメントを基に
オーサリング＆プレゼンテーションが可能。
Acrobat Exchangeで、PDFファイルのオーサリングを行うことができます。ページの中に設定したホッ
トスポットをクリックするだけで、ハイパーテキストリンクによって、設定した任意の別ページや項目、

領域、または全く別のファイルを表示させることができます。

■各ページでマウスをクリック

するだけで次々とページを進め

るリンクを作ることができます。

■プレゼンテーションの内容に合わせ

た様々なオーサリングが可能です。例

えばページ全体の表示からグラフ部分

へのクローズアップ。クリックだけで

関連資料を表示するなど、PDFでイン
タラクティブなプレゼンテーションを

行えます。

■ PDFファイルを配布することで、参加者
がそれぞれ必要な部分だけを美しくプリン

トアウトできるので、事前に全ての資料をコ

ピーなどで用意する必要がなくなります。



PDFファイルは、アドビ システムズ社のPostScript®（ポストスクリプト）技術を基盤に開発されている

ので、小さな文字や、イラストなどのグラフィックを画面上で拡大しても、精密に表現することができま

す。また、ダウンロードしたPDFファイルをプリンタから美しくプリントアウトすることも可能です。

美しいドキュメントを
モニターに高品位に表示し、
美しく印刷する。



動画やサウンドといったマルチメディア素材で
印刷媒体を越えた表現力。
ドキュメントに動画やサウンドなどのマルチメディア素材をリンクできるのも、Adobe Acrobatの大
きな特徴です。写真をクリックするとその人物が語りかけてくる、などといった紙のメディアでは伝え

きれない内容を伝えることができます。



PDFファイルの中から必要なテキストを検索することが可能です。しかもテキストやグラフィックスを
選択して、他のアプリケーションソフトにコピー＆ペーストすることも可能です。

PDFドキュメントの中で
文字の検索やコピー＆ペーストも可能。



Netscape Navigator™のAPIプラグインアーキテクチャーか、Microsoft® ActiveX™をサポートしてい

るWWWブラウザであればPDFファイルをブラウザのウィンドウ内に直接表示することができます。

Webページへのハイパーテキストリンク機能を使って、HTMLで作成したホームページとPDFファイ
ルの間をシームレスに行き来することも可能です。

ポピュラーなWWWブラウザ内で
ドキュメントを美しく表示する。



PDFファイルは、データがページ毎にオンデマンドでダウンロードされるため、WWW上の数十ページ
に渡るような大きなPDFファイルでも、すぐに見たいページを表示させることができます。さらに必要
な場合は代用フォントを使ってテキストを先にレンダリングさせ、次にハイパーリンク、イメージとい

うように優先順位に基づいて、画面表示させることも可能です。

美しいドキュメントをWWWブラウザ内でも
ストレスを感じさせない高速表示。

この機能を利用するためにはWebサーバ側の設定が必要になります。詳細はパッケージに付属のオンラインガイドを

ご覧いただくか、アドビ システムズ 株式会社のホームページ（http://www.adobe.co.jp/）をご覧下さい。

http://www.adobe.co.jp/


電子ファイルに不可欠なセキュリティを
様々なレベルで設定可能。
PDFファイルそのものを開くためのパスワードの設定から、「プリントアウト」、「PDFファイルの変更」、
「テキストやグラフィックスの選択」、「ノートの追加や変更」の可否など、ドキュメントを電子配信する

ために不可欠な、様々なレベルでのセキュリティ機能を目的に合わせて設定できます。



必要システム構成

Macintoshの場合
68040のプロセッサを搭載したMacintoshまたは Power Macintosh
Apple®漢字 Talk™7.5.1以降
CD-ROMドライブ
40MB以上の空き容量のあるハードディスク

Windows 95Jの場合
Intel 486™または Pentium™プロセッサを搭載したNEC PC-9800シリーズ
または、DOS/Vコンピュータ
CD-ROMドライブ
40MB以上の空き容量のあるハードディスク

Windows NT™日本語版の場合

Intel 486または Pentiumプロセッサを搭載したNEC PC-9800シリーズ
または、DOS/Vコンピュータ
Windows NT 3.5.1日本語版またはWindows NT 4.0日本語版
CD-ROMドライブ
40MB以上の空き容量のあるハードディスク

※Windows NT環境でのPDF作成には制限があります。詳しくはカタログまたはアドビ  システムズ 株式会社の
ホームページ（http://www.adobe.co.jp/）をご覧ください。

製品の仕様は改良のため予告なしに変更されることがあります。

Adobe、Adobeロゴ、Acrobat、Acrobatロゴ、Acrobat Exchange、Distiller、PostScript、はAdobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の商標です。Netscape NavigatorはNetscape
Communications Corporationの商標です。Apple、Macintosh、Power Macintoshおよび漢字Talkは、米国およびその他の国で登録されたApple Computer, Inc.の商標です。MicrosoftおよびWindows
は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標であり、Windows NTとActiveXは同社の商標です。Intelは米国インテル社の登録商標であり、Intel 486および Pentiumは
同社の商標です。その他全てのブランド名および製品名は個々の所有者の商標です。※Windowsの正式名称は、Microsoft Windows Operating Systemです。
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最新の情報はアドビ システムズ 株式会社のホームページ（http://www.adobe.co.jp/）または
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